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10月8日（土）、3年生が引退し、新チームとして初めての大会参加となる「支部新人大会」が開催され

ました。夏休み以降、新チームとして取り組んできました。途中、学園祭などあり、なかなか集中した練習

ができずにいましたが、大会前には部活動強化週間として位置づけ、生徒・職員が一丸となって取り組んで

きました。大会では、県大会出場を目標に最後まで諦めず一生懸命頑張っていました。今回の大会は、支部

２位まで県大会に参加できる種目が多く、西中では多くの部で念願の「県大会出場」を果たすことができま

した。県大会は、支部代表として上位を目指してもらいたいものです。部活動では、チーム力が鍵を握りま

す。チームとして仲間を思いやれる、またチームになることで個々の力が高められる取組であってほしいも

のです。来年から「土日祝日の部活動の地域移行」の取組が始まります。これまでの学校の部活動が地域の

活動に3年間かけて移行されていくことになります。現状では地域の受け入れ体制はまだ整っていません。

今後、地域の方々の協力の下、スムーズに移行できるよう準備を進めていこうと考えています。

・野球 上西中上中合同 ３対４ 猿中 上西中上中合同 ３対０ 大月東 第二位

・バレー 上西中 ２対０ 猿中 上西中 ０対２ 上中 第二位（県出場）

・男バスケ 上西中 25対40 上中 上西中 43対22 猿橋中 第二位（県出場）

・女バスケ 上西中 36対65 猿中 上西中 73対50 大月東中 第二位（県出場）

・剣道 団体 上西中 ４対１ 猿中 優勝（県出場）

個人 優勝 車田（上西中） 第二位 梶原（上西中） 第三位 三橋（上西中）森屋（上西中）

個人（県出場）

・卓球 団体 第二位（県出場） 個人 奈良・大神田・内田・細田（ベスト８） 団体・個人（県出場）
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10月14日（金）２年生がキャリア教育の一環で職業講話集会を開催しました。当日は、アパレル会社代

表の方から直接話を聞き「職業について」「人生について」考える機会を持ちました。また10月20日（木）

には、あすなろ・ふれあい学級の生徒が、こつぶディサービスを訪問し、お年寄りの方々と交流する中で「相

手を思いやる心」「お年寄りをいたわる心」について学びました。さらに２年生が職業講話集会の第二弾と

して、10月25日（火）に染矢主任の教え子である「保育士」と「看護師」の方々より夢を持ち続け、努力

し夢を叶えたこと、また現在の仕事で苦労していることなど人生の先輩方より直接話を聞き学ぶ機会となり

ました。仕事の厳しさや、中学校、高校での学びが大切であること、仕事に就いてからは甘えや、わがまま

は許されないことなど、教師が言う以上に生徒達はしっかり受け止めていました。このように学校では、教

室で教科書を使った授業だけではなく将来に向け、「生き方」や「生きる力」の育成を図るため、体験的な学

習に力を入れています。大人になるためには、様々な体験を通して人との関わりについて学び、互いに協力

し、多くの人と協働することができる人となって社会で活躍していってもらいたいと考えています。今後も

このような学習を通して学べる機会をつくっていきたいと思います。生徒の目の輝きがとてもまぶしく見え

ました。
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上野原西中学校の生徒会では、自分たちの学校生活を見直しよりよい生活状況を目指し、月1回委員会

活動を行っています。現在、玄関入り口には、学校における一ヶ月の電気代の変化を表にして、節電を呼び

かけたり、水道代の表から節水を呼びかけたり、牛乳の飲み残しの表を作り食品ロスについて関心を持つよ

う呼びかけた委員会の取組の様子が示されています。本校の生徒会活動の柱の一つ「ＳＤＧ’ｓ」の取組が

着々と進んでいます。テレビなどで騒がれてはいますが、生徒達が自分事ととして捉え、中学生としてでき

ることを真剣に考えて取り組んでいます。先生方の指導やアドバイスはあったにせよ、生徒会という組織が

集団に発信している内容は我々大人にとっても世界に誇れる活動の一つではないでしょうか。この発信は時

として学校だけにはとどまらず、市内や県内に向け伝わっていきます。中学生であっても政治を動かしたり

世の中を変えたりできる力を持っています。西中生は、自分たちにできるＳＤＧ’ｓをまず身近なものから取

り組む素晴らしい生徒達です。この取組が保護者から地域へ伝われば、生徒達はきっとこの活動に誇りを持

つようになると思います。今週は三者懇談もあります。是非、玄関の展示に関心も持っていただきたいと思

います。生徒達の頑張りに応えるためにも、職員も一丸となって生徒達の思いを受け、節電や節水、食品ロ

スの根絶に取り組んでいこうと決意しています。
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